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平
成
二
十
八
年
度
を
迎
え
て 

 

広
島
市
老
人
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
会
長 

 

新
宮 

勝
哉
（
5
班
37
期
） 

先
の
定
期
総
会
に
於
い
て
選
任
頂
き

ま
し
た
5
班
37
期
の
新
宮
で
ご
ざ
い
ま

す
。
浅
学
非
才
の
若
輩
者
で
は
御
座
い
ま

す
が
、
O

B
会
の
運
営
に
誠
心
誠
意
努
め

さ
せ
て
頂
く
所
存
で
御
座
い
ま
す
。
又
先

輩
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
頂
き
、
役
員
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て

O

B
会
の
良
き
伝
統
を
継
承
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

私
達
執
行
部
は
、

今
年
度
の
方
針
と
し
て
「
日
々
、
健
康
で
、

明
る
く
、
楽
し
く
、
愉
快
に
過
ご
す
事
」

を
信
条
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

人
生
50
年
の
時
代
か
ら
、

人
生
80
年
の
時
代
へ
と
世
の
中
は
移
り

変
わ
っ
て
来
て
居
ま
す
。
今
や
、
男
性
の

平
均
寿
命
は
約
80
歳
・
健
康
寿
命
が
約
74

歳
、
女
性
の
平
均
寿
命
は
約
86
歳
・
健
康

寿
命
が
約
76
歳
、
床
に
就
い
て
の
生
活
が

6
年
か
ら
10
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。足

腰
を
鍛
え
健
康
年
齢
を
引
き
上
げ
て
行

く
為
に
、
日
常
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
大
学
や
院
で
は
野
外

レ
ク
や
野
外
研
修
等
の
野
外
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
O

B
会
で
も
懇
親
会
だ

け
で
な
く
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
等
の
野
外
活
動
を
取
り
入
れ

て
、
会
員
の
健
康
増
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

世
間
で
は
「
年
を
取
る
と
頑
固
に
成
っ
て

来
る
。
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
誰
の

話
に
も
耳
を
傾
け
る
事
の
出
来
る
よ
う

な
柔
軟
な
考
え
を
持
と
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
昔
か
ら
「
話
し
上
手
は
聞
き
上

手
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
相
手
の

言
い
分
を
良
く
聞
き
相
手
を
理
解
す
れ

ば
、
そ
こ
に
信
頼
が
生
ま
れ
、
良
好
な
人

間
関
係
を
築
く
事
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
講
座
の
行
き
帰
り
の
時
間
を
利
用
し

て
お
茶
等
を
し
、
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
人

の
輪
」
を
拡
げ
ま
し
ょ
う
。
誰
で
も
気
軽

に
話
の
出
来
る
よ
う
な
「
風
通
し
の
良
い

環
境
」
を
作
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。 

千
田
町
の
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
老
朽
化
し
た
為
、
我
々
の
学
舎
が
駅
前

の
高
層
ビ
ル
の
中
に
移
転
す
る
事
に
成

り
ま
し
た
。
時
期
的
に
は
確
定
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
年
の
秋
頃
に
な
る
予
定
で
す
。

無
事
に
移
転
で
き
る
よ
う
、
社
協
事
務
局
、

大
学
・
大
学
院
と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
話
の
進
展
に
合
わ
せ
、

皆
様
方
に
お
知
ら
せ
す
る
心
算
で
す
。
皆

様
方
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

今
迄
以
上
に
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
か

せ
下
さ
り
、
尚
一
層
の
ご
協
力
を
頂
き
ま

す
様
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

              

平
成
28
年
度 

Ｏ
Ｂ
会
新
任
役
員
名
簿 

会 
 

 

長 
 

 
 

新
宮
勝
哉 

37
期 

副 

会 

長 
 

 
 

伊
藤
泰
彦 

38
期 

総
務
部
長 

 
 

 
 

萩
守
才
造 

37
期 

会
計
部
長 

 
 
 

 

大
橋
美
恵
子 

37
期 

顧 
 

 

問 
 

 
 

田
村
吉
也 

32
期 

顧 
 

 

問 
 

 
 

小
松
清
志 

35
期 

顧 
 

 

問 
 

 
 

天
畠
重
博 

36
期 

総
務
副
部
長 

 
 

安
岡
志
之
夫 

38
期 

会
計
副
部
長 

 
 
 

辻 

茂
樹 

38
期 

学
習
部
部
長 

 
 
 

長
田
匡
白 

37
期 

芸
能
部
部
長 

 
 

 

土
井 

晃 

37
期 

 

文
化
部
部
長 

 
 
 

永
井
正
剛 

37
期 

研
修
部
部
長 

 
 
 

山
河
秀
眞 

37
期 

監 
 
 

事 
 

 
 

濱
野
莞
爾 

37
期 

監 
 
 

事 
 

 
 

森
元
和
行 

38
期 

 

一
班 

班
長 

 
 

 

川
岡
高
志 

33
期 

二
班 

班
長 

 
 

竹
本
チ
エ
子 

33
期 

 

三
班 

班
長 

 
 

 

清
田
輝
代 

33
期 

 

四
班 

班
長 

 
 

坂
本
智
佐
子 

33
期 

五
班 

班
長 

 
 

 

荒
木
典
子 

37
期 

六
班 

班
長 

 
 

 

灘 

節
代 

37
期 

 

七
班 

班
長 

 
 

 

武
井
延
枝
、
37
期 

八
班 

班
長 

 
 
 

井
上
五
六 

37
期 

 

｛
広
島
市
老
人
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
｝ 

会
長 

 

新
宮 

勝
哉 

(

宅) 

安
佐
南
区
八
木
3-

13-

30 

電 

話 
0
8
2
-8

7
3
-6

8
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6

 

広
島
市
老
人
大
学
院 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス 

広
島
市
老
人
大
学
院 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス 

発 行 責 任 者 
ＯＢ会会長 

新 宮 勝 哉 

 

平成２８年度開校式・定期総会 
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【
総
務
部
ニ
ュ
ー
ス
】 

 
総
務
部
部
長 

 
 
 

萩
守 

才
造
（
5
班
37
期
） 

  

新
緑
の
色
増
す
季
節
の
五
月
十
一
日

（
水
）
平
成
28
年
度 

開
校
式
、
第
一
回

講
座
並
び
に
定
期
総
会
が
、
広
島
県
民
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
滞
り
な
く
終

了
し
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

総
務
部
会
で
は
、
会
長
よ
り
部
員
全
員
で
、

力
を
合
わ
せ
て
一
年
間
各
業
務
を
着
実

に
進
め
る
様
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。 

会

員
皆
様
を
第
一
に
、
各
業
務
を
務
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

① 

Ｏ
Ｂ
会
28
年
度
会
員
数(

5
月
末
現

在)

729
名
（
A
班
395
名
・
B
班
334
名
） 

② 

新
・
旧
役
員
懇
談
会
を
5
月
18
日

（
水
）
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル
に
於

い
て
、
新
・
旧
役
員
79
名
が
出
席
、

旧
役
員
に
対
し
て
一
年
間
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
、
先
輩
方
よ
り
激
励
の
言
葉

を
い
た
だ
き
楽
し
い
一
時
を
す
ご
し

ま
し
た
。 

③ 

諸
会
議
に
つ
い
て 

総
務
部
会
、
班
長
連
絡
会
、
役
員
連

絡
会
、
等
々
の
諸
会
議
は
計
画
的
に

開
催
し
、
O

B
会
運
営
に
関
し
て
連

絡
調
整
を
行
い
ま
す
。 

④ 

会
員
相
互
の
理
解
と
親
睦
を
深
め
る

た
め
、
懇
親
会
を
左
記
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。 

（
会
場
：
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル
） 

第
1
回 

平
成
28
年
6
月
15
日
（
水
） 

A
・
B
班
合
同
懇
親
会 

(

3.

・
4
・
7
・
8
班) 

第
2
回 
平
成
28
年
7
月
20
日
（
水
） 

A
・
B
班
合
同
懇
親
会 

（
1
・
2
・
5
・
6
班
） 

第
3
回 

平
成
28
年
10
月
26
日
（
水
）

B
班
懇
親
会
（
5
・
6
・
7
・
8
班
） 

第
4
回 

平
成
28
年
11
月
16
日
（
水
）

A
班
懇
親
会
（
1.

2
・
3
・
4
班
） 

⑤ 

長
寿
者
の
表
彰 

今
年
度
中
に(

88
歳)

を
お
迎
え
の
会

員
の
皆
様
を
お
祝
い
し
、
9
月
の
講

座
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。 

⑥ 

第
24
回
趣
味
の
芸
能
発
表
会 

9
月
24
日
（
土
）
開
催
。
芸
能
部
主

導
の
も
と
で
総
務
全
般
の
業
務
を
推

進
し
、
会
場
の
確
保
、
会
場
設
営
の

担
当
業
務
を
行
い
ま
す
。 

⑦ 

安
全
祈
願
祭
と
新
年
互
礼
会 

 
 
 

平
成
29
年
1
月
6
日
（
金
）
広
島

護
国
神
社
に
て
安
全
祈
願
（
健
康
・

長
寿
）
を
行
い
、
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ

テ
ル
に
お
い
て
新
年
互
礼
会
を
開

催
し
ま
す
。 

⑧ 

会
員
の
継
続
及
び
新
入
会
員 

29
年
度
の
継
続
更
新
と
新
入
会
員
入

会
手
続
き
を
１
・
２
月
に
行
い
ま
す
。 

⑨ 

物
故
者
へ
の
対
応
を
行
い
ま
す
。 

⑨ 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
充
実 

第
12
回
は
ば
た
こ
う
交
流
会
へ 

総
務
部
全
員
で
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。 

（
※
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
老
大
O

B
会
の

概
要
や
活
動
状
況
の
記
事
掲
載
と

更
新
を
し
ま
す
。 

《
総
務
・
会
計
部
員
名
簿
》 

 
 

萩
守 

才
造 

  

5
班
37
期   

 
 

伊
藤 

泰
彦 

 

6
班
38
期 

 
 

安
岡 

志
之
夫 

5
班
38
期 

 
 

辻 
 

茂
樹 

 

6
班
38
期 

 
 

大
橋 

美
恵
子 

6
班
37
期 

 
 

      
 
 
 
 

（
新
旧
役
員
懇
親
会
） 

【
学
習
部
ニ
ュ
ー
ス
】 

 

学
習
部
部
長 

 
 
 

長
田 

匡
白
（
６
班
37
期
） 

学
習
部
の
主
な
任
務
は
28
年
度
の
講

座
の
運
営
、
29
年
度
の
講
師
の
選
定
、
ま

た
老
大
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進

す
る
事
務
局
と
し
て
の
役
目
も
担
っ
て

お
り
ま
す
。
講
師
の
送
迎
、
講
座
用
レ
ジ

メ
の
印
刷
、
会
場
の
諸
準
備
な
ど
を
行
い

当
日
の
講
座
に
備
え
て
お
り
ま
す
。
5
月

11
日
の
開
校
式
終
了
後
に
、
第
一
回
講
座

が
開
催
さ
れ
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。 

5
月
25
日
に
新
体
制
で
の
部
会
を
実

施
し
、
新
旧
部
員
の
顔
合
わ
せ
、
年
間
業

務
計
画
、
役
割
分
担
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
ま
し
た
。 

６
月
に
第
２
回
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は

7
月
の
平
和
記
念
公
園
一
斉
清
掃
・
12
月

の
平
和
記
念
公
園
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ 
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ィ
ア
の
参
加
者
申
込
書
を
配
布
し
諸
準

備
を
行
い
ま
す
。
12
月
に
は
、
赤
い
羽
根

募
金
活
動
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
時
期

が
参
り
ま
し
た
ら
、
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
7
月
の
講
座
日
に
は
29
年
度
の
講
師

紹
介
お
願
い
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
身

近
な
と
こ
ろ
で
興
味
深
い
話
題
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

「
講
座
概
要
」 

第
一
回
講
座
（
５
月
１１
日
・
水
） 

「
余
暇
を
活
か
し
て
い
き
い
き 

人
生
」 

～
人
生
後
半
戦
が
お
も
し
ろ
い
～ 

 

N

P

O
法
人 

広
島
県
余
暇
プ
ラ

ン
ナ
ー
協
会 

 
 
 

事
務
局
長 

波
多
野 

俊
明 

自
分
の
時
間
と
し
て
自
由
に
使
え
る
時

間
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
は
一
段
と
”
お
も
し
ろ
く
“
な

る
。
「
お
も
し
ろ
い
人
生
に
す
る
た
め
に

は
、
ど
ん
な
毎
日
を
過
ご
せ
ば
良
い
の

か
？
」 

「
生
き
が
い
と
は
、
い
っ
た
い

ど
ん
な
こ
と
？
」
を
テ
ー
マ
に
会
話
に
説

得
力
が
あ
り
、
面
白
く
事
例
を
挙
げ
て
解

説
を
頂
き
、
講
座
時
間
が
短
く
感
じ
る
楽

し
い
講
演
で
し
た
。 

   
 

第
二
回
講
座
（
６
月
1
・
8
日
・
水
） 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
」 

（
市
政
出
前
講
座
） 

～
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
～ 

 

広
島
市
企
画
総
務
局
総
務
課
個
人
番 

号
係 

主
幹 

大
平 

久
美
子 

 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
主
旨
」 

社
会
保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・
透
明 

性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の 

高
い
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る 

た
め
の
社
会
基
盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
で
あ 

る
。
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
各 

分
野
で
番
号
制
度
を
導
入
す
る
こ
と 

に
よ
る
効
果
・
実
現
す
べ
き
社
会
に
つ 

い
て
の
説
明
、
又
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度 

に
便
乗
し
た
不
正
な
勧
誘
に
つ
い
て 

の
相
談
事
例
の
紹
介
、
最
後
に
質
問
時 

間
も
設
け
有
意
義
な
講
演
で
し
た
。 

 

 
 

 
 

《
学
習
部
員
名
簿
》 

 
 

長
田 

匡
白 

 

６
班
37
期 

 
 

平
松 

治
代 

 

８
班
38
期 

 
 

惣
明 

逸
夫 

 

７
班
37
期 

 
 

天
川 

照
雄 

 

６
班
37
期 

 
 

矢
田 

孝
次 

 

６
班
38
期 

 
 

白
井 

貞
夫 

 

5
班
38
期 

 
 

岡
本 

嘉
行 

 

7
班
38
期 

 
 

山
下 

洵
子 

 

7
班
38
期 

 
 
 

【
研
修
部
ニ
ュ
ー
ス
】 

 

研
修
部
部
長 

 

山
河 

秀
眞
（
7
班
37
期
） 

      

５
月
25
日
（
水
）
平
成
28
年
度 

第

一
回
研
修
部
の
会
議
を
開
催
し
、
本
年
度

の
研
修
旅
行
を
昨
年
度
と
同
様
、
日
帰
り

旅
行
を
２
回
、
一
泊
旅
行
を
１
回
実
施
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
日
帰
り
旅
行
の
日
程

と
行
き
先
を
左
記
の
通
り
取
り
決
め
ま

し
た
。 

第
三
回
一
泊
旅
行
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

た
め
て
研
修
部
よ
り
提
案
す
る
旅
行
先

ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
と
づ
い
て
行
き
先
を

決
定
す
る
予
定
で
す
。 

■
「
第
一
回
研
修
旅
行
（
日
帰
り
）」 

日
程 

平
成
28
年
９
月
12
日
（
月
） 

行
程 

愛
媛
県
大
洲
市 

「
大
洲
町
町
並
み
散
策
・
肱
川
の 

川
下
り
」 

■
「
第
二
回
研
修
旅
行
（
日
帰
り
）」 

日
程 

平
成
28
年
１１
月
21
日
（
月
） 

行
程 

紅
葉
の
名
所
・
安
来
市 

 
 

安
来
清
水
寺
と
安
来
節
観
賞 

 
 

本
場
安
来
節
と
「
ど
じ
ょ
う
掬
い
」
を

観
賞 

紅
葉
の
名
所 

安
来
清
水
寺
、

精
進
料
理
の
昼
食
を
松
琴
館
で 

研
修
部
で
は
部
員
一
同
、
一
人
で
も
多
く

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
安
全
で

楽
し
い
、
思
い
出
に
残
る
旅
行
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

《
研
修
部
員
名
簿
》 

山
河 

秀
眞 

 

７
班
37
期 

原
田 

保
子 

 

５
班
37
期 

中
川 

芙
美
子 

５
班
37
期 

吉
村 

和
子 

 

８
班
37
期 

米
山 

正
春 

 
 

6
班
38
期 

片
島 

勲 
 

 

7
班
38
期 

山
根 

俊
恵 

 

5
班
38
期 

奥
田 

智
江 

 

8
班
38
期 

  【
芸
能
部
ニ
ュ
ー
ス
】 

  
 

芸
能
部
部
長 

 
 
 

土
井 

晃 

（
5
班
37
期
） 

       

「
第
24
回
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」
を
開

催
し
ま
す
が
、
広
島
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
移
転
し
ま
す
の
で
こ
こ
「
千
田
学
舎
」



（4）           広島市老人大学院 OB 会ニュース 第 45 号   平成２8 年７月１日発行 

で
の
開
催
は
最
後
に
な
り
ま
す
。
過
去
23

回
の
歴
史
あ
る
「
芸
能
発
表
会
」
の
実
績

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
ぎ
改
善
し
な
が

ら
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を
心
掛
け
楽
し

く
・
賑
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
手
助

け
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
過
去
に
芸
能
部
長
経
験
者
の

お
二
人
を
芸
能
部
顧
問
と
し
て
お
招
き

し
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
方
は
去
年
よ
り
今
年
趣
味
に
サ
ー

ク
ル
活
動
に
更
に
磨
き
を
か
け
ら
れ
意

欲
も
高
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
拝
察
し
ま
す
。
年
1
回
の
こ
の
発
表
会

を
有
効
に
活
用
さ
れ
て
楽
し
さ
と
生
き

が
い
等
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
「
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」
も
成
功
だ
と

思
い
ま
す
。 

「
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」 

5
月
25
日 

芸
能
部
会
開
催 

6
月
1
日 

第
1
回
実
行
委
員
会
発

足
式 

A
班
出
演
申
込
書
・
芸
能
部

方
針
書
配
布 

6
月
8
日 

芸
能
係
別
打
合
せ
（
担
当

別
）
B
班
出
演
申
込
書
・
芸
能
部
方

針
書
配
布 

7
月
1
日 

出
演
申
込
開
始 

7
月
31
日 

出
演
申
込
締
切 

8
月
1
日 

プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
準
備 

8
月
17
日 

芸
能
担
当
打
合
せ 

8
月
24
日 

プ
ロ
グ
ラ
ム
印
刷 

9
月
7
日 

第
2
回
実
行
委
員
会 

 

A
班
プ
ロ
グ
ラ
ム
配
布 

 

9
月
14
日 

B
班
プ
ロ
グ
ラ
ム
配
布 

9
月
23
日 

リ
ハ
ー
サ
ル 

9
月
24
日 

芸
能
発
表
会
開
催 

★ 

班
別
の
コ
ー
ラ
ス
練
習
日
は 

A
班 

１
回
目 

８
月
3
日
（
水
） 

２
回
目 

９
月
7
日
（
水
） 

B
班 

１
回
目 

８
月
10
日
（
水
） 

 
 

 

２
回
目 

９
月
14
日
（
水
） 

い
ず
れ
も
講
座
終
了
後 

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 

《
芸
能
部
員
名
簿
》 

 
 
 

土
井 

晃 
 

 

5
班
37
期 

 
 
 

荒
木 

典
子 

 

5
班
37
期 

 
 
 

住
谷 

利
之 

 

6
班
38
期 

 
 
 

小
林 
昭
夫 

 

7
班
38
期 

 
 
 

古
太
刀 
勲
7
班
34
期
（
顧
問
） 

 
 
 

進
藤 

素
之
8
班
36
期
（
顧
問
） 

 

【
文
化
部
ニ
ュ
ー
ス
】 

 

文
化
部
部
長 

 
 
 

永
井 

正
剛
（
7
班
37
期
） 

        

  

新
し
い
部
員
を
迎
え
て
最
初
の
編

集
会
議
を
5
月
25
日
（
水
）
に
実
施
、

今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
、

打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。
主
要
な
業
務

は
「
O

B
会
ニ
ュ
ー
ス
」
と
「
き
ず

な
O

B
」
の
発
行
で
す
。
部
員
全
員

で
推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

◆
「
O

B
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行 

第
45
号
は
７
月
発
行
。
原
稿
入
力
か
ら

始
め
て
、
日
程
的
に
短
く
厳
し
い
の
で
全

員
で
編
集
・
校
正
作
業
を
集
中
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
部
員
の
大
半
が
初
体
験
な

の
で
苦
し
い
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
今
号

の
内
容
は
各
部
会
の
事
業
計
画
の
紹
介 

を
中
心
に
編
集
し
て
い
ま
す
。
次
号
（
46

号
）
の
１１
月
発
行
に
つ
い
て
は
、
部
員
全

員
で
情
報
収
集
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
第
47
号
は
平
成
29
年
1
月
に
発

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

◆
「
き
ず
な
O

B
」
の
発
行
計
画 

例
年
通
り
、
平
成
29
年
3
月
発
行
と
し

て
い
ま
す
。
投
稿
案
内
文
書
は
７
月
の
講

座
日
に
全
会
員
に
配
布
、
投
稿
締
切
を
１２

月
に
設
定
し
、
早
め
の
編
集
・
校
正
作
業

を
行
う
予
定
で
す
。
皆
様
方
か
ら
の
多
数

の
投
稿
を
期
待
し
て
い
ま
す 

 

 
 

 
 

《
文
化
部
員
名
簿
》 

 
 

 

 
 

永
井 
正
剛 

 

７
班
３７
期 

 
 

山
脇 

節
恵 

 

７
班
３７
期 

 
 

田
中 

美
代
子 

８
班
３７
期 

 
 

岩
崎 

多
賀
子 
５
班
３７
期 

 
 

栗
原 

寿
男 

 
5
班
38
期 

 
 

吉
村 

賢
治 

 

7
班
38
期 

 
 

中
原 

洋
子 

 

7
班
38
期 

 
 

千
村 

清 
 
 

6
班
38
期 

 
 

東 
 

千
穂
子 

8
班
38
期 

            
 
 

（
合
同
各
部
会
） 

  
 

訃 
 

報 

2
班
25
期 

大
谷 

正 

様  

（
86
歳
） 

平
成
28
年
2
月 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

会
員
一
同 

謹
ん
で
お
悔
や
み 

申
し
上
げ
ま
す 

    

文
化
部
は
「
O

B
会
ュ
ー
ス
第
45
号
」

の
発
行
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
全
員
の
力

で
何
と
か
乗
り
切
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

次
号
も
「
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」
が
終
了

す
る
ま
で
ま
だ
ま
だ
苦
労
し
そ
う
で
す

が
、
部
員
全
員
の
総
力
で
予
定
通
り
発
行

す
る
予
定
で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

文
化
部
部
員
一
同 

 

編
集
後
記 


